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固
定
資
産
税
の
土
地
と
家
屋
の
評
価
額

は
、
三
年
に
一
度
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
は
、
こ
の
評
価
替
え
の
年

に
あ
た
り
ま
す
。

　

今
回
の
評
価
替
え
と
税
制
改
正
に
伴
う

固
定
資
産
税
課
税
の
主
な
変
更
点
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

��
　

平
成
八
年
度
ま
で
宅
地
な
ど
の
税
負
担

は
、
大
部
分
の
土
地
の
課
税
標
準
額
（
固

定
資
産
税
を
算
定
す
る
基
礎
と
な
る
価
格

固
定
資
産
税
額
＝
課
税
標
準
額
×
税
率

１
・
４
％
）
が
評
価
額
の
上
昇
割
合
に
応

じ
て
な
だ
ら
か
に
上
昇
す
る
負
担
調
整
措

置
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
九
年
度
の
評
価
替
え
か
ら
は
、
課

税
の
公
平
の
観
点
か
ら
、
地
域
や
土
地
に

よ
っ
て
ば
ら
つ
き
の
あ
る
負
担
水
準
（
評

価
額
に
対
す
る
前
年
度
課
税
標
準
額
の
割

土 
地 
編

宅
地
比
準
土
地（
宅
地
・
雑
種
地
な
ど
）の

税
額
の
算
定
方
法
が
変
わ
り
ま
す

合
）
を
均
衡
化
さ
せ
る
こ
と
を
重
視
し
た

税
負
担
の
調
整
措
置
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

宅
地
な
ど
に
つ
い
て
負
担
水
準
の
高
い

土
地
は
税
負
担
を
引
き
下
げ
ま
た
は
据
え

置
き
、
負
担
水
準
の
低
い
土
地
は
な
だ
ら

か
に
税
負
担
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
負
担
水
準
の
ば
ら
つ
き
の
幅
を
狭
め

て
い
く
仕
組
み
で
す
。

　

平
成
十
八
年
度
の
評
価
替
え
の
状
況
を

み
る
と
、
負
担
水
準
の
均
衡
化
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
地
域
や
土
地
に

よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
か
ら
二
十
年
度
ま
で
の

税
負
担
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
負
担
水

準
の
均
衡
化
を
促
進
す
る
措
置
を
と
り
ま

す
。

　

平
成
十
八
年
度
の
税
制
改
正
で
十
八
年

度
か
ら
二
十
年
度
ま
で
の
宅
地
な
ど
の
税

負
担
の
調
整
の
仕
組
み
が
、
従
来
の
方
法

と
変
わ
り
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
税
を
算
出
す
る
基
礎
と
な
る

課
税
標
準
額
の
求
め
方
を
図
示
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

小規模住宅用地…２００㎡以下の住宅用地（２００㎡を超える場合は、住宅１戸当たり２００㎡までの部分） 

負担水準が８０％以上の場合 

平成１８年度課税標準額＝平成１７年度課税標準額（据え置き） 
１００％ （１６.７％） 

（評価額比） 
1

負担水準が８０％未満の場合 

平成１８年度課税標準額＝平成１７年度課税標準額 

　　＋平成１８年度固定資産税評価額×　×５％ 

［上限］平成１８年度固定資産税評価額×　×８０％ 

［下限］平成１８年度固定資産税評価額×　×２０％ 

2

６ 
１ 

６ 
１ 

６ 
１ 

負担水準＝ 
６ 
１ 

平成１７年度（前年度）課税標準額 

平成１８年度（当該年度）固定資産税評価額× 

固定資産税評価額 

特　　　　例 
（ ６ 分 の １ ） 

税負担据え置き 

Aが評価額×（６分の１）×８０％ 
を上回る場合は８０％ 

前年度課税標準額＋ 
評価額×（６分の１）×５％ 

Aが評価額×（６分の１）×２０％ 
を下回る場合は２０％ 

A＝ 

８０％ （１３.３％） 

２０％ （　３.３％） 

０％ （　０％） 

一般住宅用地…小規模住宅用地以外の住宅用地（住宅１戸当たり２００㎡を超える部分） 

負担水準が８０％以上の場合 

平成１８年度課税標準額＝平成１７年度課税標準額（据え置き） 
１００％ （３３.３％） 

（評価額比） 
1

負担水準が８０％未満の場合 

平成１８年度課税標準額＝平成１７年度課税標準額 

　　＋平成１８年度固定資産税評価額×　×５％ 

［上限］平成１８年度固定資産税評価額×　×８０％ 

［下限］平成１８年度固定資産税評価額×　×２０％ 

2

３ 
１ 

３ 
１ 

３ 
１ 

負担水準＝ 
３ 
１ 

平成１７年度（前年度）課税標準額 

平成１８年度（当該年度）固定資産税評価額× 

固定資産税評価額 

特　　　　例 
（ ３ 分 の １ ） 

税負担据え置き 

Aが評価額×（３分の１）×８０％ 
を上回る場合は８０％ 

前年度課税標準額＋ 
評価額×（３分の１）×５％ 

Aが評価額×（３分の１）×２０％ 
を下回る場合は２０％ 

A＝ 

８０％ （２６.７％） 

２０％ （　６.７％） 

０％ （　０％） 

住  宅  用  地（住宅用の宅地） 

1

2

1

2

税
金
の
話 

税
金
税
金
の
話 

固定資産税 

三
年
に
一
度
評
価
額
を 

　
　
　
　
見
直
し
ま
す 

固定資産税 

税
金
の
話 


